
令和５年度全国統一防火標語

たかつき消防団だより

令和５年12月15日

発　　行
高槻市桃園町4番30号
高 槻 市 消 防 団
電話　674－7980

「火を消して
　　　不安を消して
　　　　つなぐ未来」

第　68　号

　

令
和
５
年
５
月
21
日（
日
）

に
大
阪
府
立
消
防
学
校
に
て

開
催
さ
れ
た
令
和
５
年
度
消

防
団
員
教
育
訓
練
「
基
礎
教

育
A
課
程
」
を
受
講
し
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
消
防
団
員
と

し
て
活
動
す
る
上
で
基
礎
に

な
る
重
要
な
も
の
で
す
。
訓

練
内
容
は
座
学
、
訓
練
礼
式
、

ポ
ン
プ
操
法
で
す
。
ま
ず
、

座
学
は
「
安
全
管
理
」
に
つ

い
て
教
官
の
説
明
や
動
画
で

安
全
管
理
の
意
識
と
基
本
を

大
切
に
す
る
事
を
学
び
、
訓

練
礼
式
で
は
、
整
列
の
仕
方

や
敬
礼
な
ど
普
段
で
は
あ
ま

り
す
る
機
会
が
な
い
事
を
練

習
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
消
防

団
が
集
団
で
活
動
す
る
た
め

に
規
律
や
統
率
が
重
要
と
な

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
ポ
ン

プ
操
法
で
は
器
具
の
取
扱
い

や
放
水
訓
練
を
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
筒
先
を

結
合
し
放
水
態
勢
を
整
え
ま

し
た
。
そ
の
後
に
訓
練
塔
へ

移
動
し
、
放
水
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
水
圧
は
想
像
以

上
に
あ
り
一
人
で
は
扱
え
な

い
事
が
分
か
り
、
後
方
で
支

え
て
く
れ
て
い
る
補
助
員
と

二
人
で
目
標
物
に
向
か
い
放

水
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
学
ん
だ
技

能
や
知
識
を
今
後
に
活
か
し

活
動
し
ま
す
。

　
■
V
R
の
規
律
訓
練
動
画

　
　
V
R
同
様
携
帯
を
傾
け
た
り

　
　
す
る
と
こ
と
で
３
６
０
度
画

　
　
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
ま
す
。

消防団に関する詳しい情報は　　　高槻市消防団　　検索

基
礎
教
育
A
課
程
に
つ
い
て

　

高
槻
市
で
女
性
消
防
団
が

発
足
し
て
25
年
に
な
り
ま
す
。

当
初
か
ら
活
動
し
て
い
る
私

は
、
大
型
紙
芝
居
や
人
形
劇

を
手
作
り
し
て
、
幼
稚
園
や

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
や
、
そ
の
家
族
に

向
け
た
啓
発
活
動
に
、
特
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

新
た
に
大
型
紙
芝
居
を
作
ろ

う
と
３
年
前
か
ら
取
り
か
か

り
、
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
考
え

「
じ
し
ん
が
き
た
ら
」
が
完

成
。
７
月
29
日
、
南
大
冠
公

民
館
の
こ
ど
も
ま
つ
り
で
初

め
て
披
露
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
日
は
防
災
ク

イ
ズ
、
大
型
紙
芝
居
、
あ
っ

ぱ
く
ん
体
験
の
３
つ
を
す
る

こ
と
に
。
こ
ど
も
ま
つ
り
に

参
加
し
た
子
ど
も
は
小
学
生

で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
男
の

子
や
私
た
ち
の
問
い
か
け
に

積
極
的
に
答
え
る
女
の
子
と

様
々
。
そ
ん
な
子
ど
も
達
の

お
か
げ
で
、
私
達
の
緊
張
が

ほ
ど
け
て
和
や
か
な
雰
囲
気

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
紙
芝

居
が
始
ま
る
と
、
一
気
に
視

線
が
集
ま
り
、
お
し
ゃ
べ
り

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
男
の
子

も
真
剣
な
顔
で
見
て
い
た
の

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

防
災
ク
イ
ズ
も
あ
っ
ぱ
く
ん

も
全
員
に
体
験
し
て
も
ら
え
、

と
て
も
意
味
の
あ
る
時
間
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

南
大
冠
公
民
館
の
職
員
さ

ん
、
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ

っ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
大

冠
高
校
家
庭
科
部
の
生
徒
さ

ん
、
お
手
伝
い
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を

団
本
部　

班
長　
　
　
　

久
野　

京
子

こ
ど
も
ま
つ
り
で
防
災
を
学
ぼ
う

　

こ
い
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
タ
1

0
0
0
毎
年
４
月
29
日（
昭
和

の
日
）に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続
き
昨

年
か
ら
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
雨
天
の
た
め
中
止
と
な

り
、
４
年
ぶ
り
で
第
31
回
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
い
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
タ
の

ス
テ
ー
ジ
で
は
高
槻
市
消
防

本
部
の
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

か
ら
始
ま
り
芥
川
高
校
の
和

太
鼓
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
高

槻
ウ
ェ
ー
ブ
等
の
イ
ベ
ン
ト

が
盛
大
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
芥
川
の
上
空
に
は
毎

年
４
月
25
日
か
ら
５
月
６
日

頃
ま
で
高
槻
市
内
の
保
育
園

児
、
幼
稚
園
児
が
作
成
し
た

こ
い
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
て
い

ま
す
。

　

芥
川
分
団
は
、
芥
川
桜
堤

公
園
内
へ
の
自
転
車
乗
り
入

れ
禁
止
の
た
め
、
会
場
内（
遊

歩
道
）で
は
自
転
車
を
押
し
て

歩
道
を
歩
い
て
も
ら
え
る
よ

う
声
を
か
け
て
、
自
転
車
置

場
へ
の
誘
導
を
行
っ
て
お
り
、

高
槻
市
立
川
西
小
学
校
に
あ

る
自
転
車
置
き
場
へ
の
案
内

を
芥
川
橋
か
ら
門
前
橋
ま
で

の
遊
歩
道
入
口
付
近
で
警
備

し
ま
し
た
。

　

開
催
当
初
は
、
遊
歩
道
が

自
転
車
置
場
に
な
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
遊
歩
道
が
狭
く

自
転
車
の
誘
導
も
大
変
で
し

た
が
、
近
年
自
転
車
置
場
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

自
転
車
で
来
場
さ
れ
る
方
も

芥
川
分
団　

副
分
団
長　

輕
墓　

祥
行

こ
い
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
タ
の
警
備

　

令
和
５
年
６
月
11
日（
日
）

大
阪
府
立
消
防
学
校
に
て
消

防
団
員
教
育
訓
練
「
基
礎
教

育
B
課
程
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
は
じ
め
の
座
学
で
は
現

場
で
の
「
火
災
防
ぎ
ょ
」
に

つ
い
て
、
資
料
や
動
画
等
を

見
て
学
び
ま
し
た
。
次
に
泥

歩
行
訓
練
。
私
は
大
学
生
で
、

体
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
い
ざ
取
り
組
ん
で

み
る
と
足
が
動
か
ず
、
か
な

り
の
体
力
を
消
耗
し
ま
し
た
。

そ
し
て
ロ
ー
プ
結
索
訓
練
で

は
様
々
な
結
索
を
教
わ
り
、

各
場
面
で
役
立
つ
結
び
方
を

学
び
ま
し
た
。
最
終
は
け
が

人
等
の
搬
送
方
法
で
し
た
。

運
ぶ
人
数
に
よ
っ
て
運
び
方

が
あ
り
、
各
場
面
に
応
じ
た

運
び
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｂ
課
程
で
、
様
々

な
場
面
に
臨
機
応
変
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
ご
指
導
く
だ
さ

っ
た
消
防
学
校
教
官
の
皆
様

の
言
葉
を
胸
に
、
地
域
の
安

全
・
安
心
を
守
っ
て
い
け
る

よ
う
に
精
進
し
ま
す
。

　
■
V
R
の
消
防
操
法
訓
練

　
　
V
R
同
様
に
携
帯
を
傾
け
た

　
　
り
す
る
と
こ
と
で
３
６
０
度

　
　
画
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
ま
す
。

基
礎
教
育
Ｂ
課
程
に
参
加
し
て

　

あ
っ
ぱ
く
ん
と
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
パ

ッ
ド
の
貼
付
け
位
置
や
、
胸
骨
圧

迫
の
練
習
が
で
き
る
道
具
で
す
。

気
持
ち
よ
く
来
場
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

門
前
橋
で
は
芥
川
分
団
の

消
防
自
動
車
を
駐
車
し
て
お

り
、
会
場
に
来
ら
れ
た
子
ど

も
連
れ
の
皆
さ
ん
が
、
消
防

自
動
車
を
バ
ッ
ク
に
写
真
撮

影
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
、
子

ど
も
達
に
も
喜
ん
で
も
ら
え

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

消
防
団
活
動
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
も
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て

私
達
の
活
動
が
無
事
に
終
え

る
こ
と
で
き
、
時
間
は
か
か

り
ま
し
た
が
、
大
型
紙
芝
居

を
作
っ
て
良
か
っ
た
と
報
わ

れ
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

清
水
分
団　

原
班

　

　

団
員　

一
ツ
石
英
児

磐
手
分
団　

川
久
保
班　
　

　

団
員　

村
﨑　

克
樹
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・
瑞
宝
単
光
章

　

羽
田　

俊
夫
（
元
副
団
長
）

・
藍
綬
褒
章

　

寺
本　

幸
司
（
副

団

長
）

　

米
山　

利
治
（
高
槻
分
団
長
）

・
在
職
30
年
に
達
し
た
者

　

田
中　

義
仁
（
団　

本　

部
）

　

高
野　

真
幸
（
芥
川
分
団
本
部
）

　

仲
谷　

浩
一
（
芝

生

班
）

　

渡
邊　

美
広
（
樫
田
分
団
本
部
）

・
在
職
20
年
に
達
し
た
者

　

森
本　

昌
宏
（
五
領
分
団
本
部
）

　

藤
原　

晃
治
（
萩
之
庄
班
）

　

井
上　

長
博
（
古
曽
部
班
）

　

東　
　

輝
夫
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

山
川　

秀
一
（
氷

室

班
）

　

西
田　

和
秀
（
宮

田

班
）

　

岡
村　

光
功
（
土

室

班
）

　

氏
原　

健
司
（
清
水
分
団
本
部
）

　

織　
　

久
寛
（
西
之
川
原
班
）

　
　

村　

健
一
（
西
之
川
原
班
）

　

松
田　

敦
樹
（
西
之
川
原
班
）

　

山
中　

英
樹
（
西
之
川
原
班
）

　

谷
本　

一
司
（
原　
　
　
　

班
）

　

温
井　

功
一
（
原　
　
　
　

班
）

　

岡
田　

勝
志
（
塚

脇

班
）

　

長
谷
川
忠
良
（
大
冠
分
団
本
部
）

　

宮
本　

正
巳
（
野

田

班
）

　

岸
田　

将
治
（
冠　
　
　
　

班
）

　

宮
本　

隆
史
（
須

賀

班
）

　

畑
中　

義
之
（
辻

子

班
）

　

中
村　

展
章
（
如
是
分
団
本
部
）

　

川
端　

正
彦
（
庄

所

班
）

　

髙
田　

裕
士
（
西

面

班
）

　

古
川　
　

昇
（
西

面

班
）

　

西
口　

貴
司
（
柱

本

班
）

　

濵　
　

直
輝
（
柱

本

班
）

　

佐
藤　
　

崇
（
富
田
分
団
）

　

西
田　

一
夫
（
出

灰

班
）

・
在
職
10
年
に
達
し
た
者

　

荻
野　

明
子
（
団

本

部
）

　

竹
中　

弘
行
（
芥
川
分
団
）

　

二
岡　

辰
也
（
芥
川
分
団
）

高
槻
分
団

　

部　

長　
　

川
居　

達
志

　

班　

長　
　

丸
野　

史
博

　
　

令
和
５
年
10
月
１
日
付

如
是
分
団

　

班　

長　
　

髙
木　

伸
二

　
　

令
和
５
年
11
月
１
日
付

団
本
部

　
　
　
　
　
　

田
中　

由
佳

　
　
　
　
　
　

廣
畠　

楓
花

高
槻
分
団

　
　
　
　
　
　

桝
田　

嵩
弘

　
　
　
　
　
　

仮
屋
﨑
隆
太

磐
手
分
団

　

山
手
班　
　

福
井　

俊
輔

　

川
久
保
班　

西
谷　

政
一

　

川
久
保
班　

岸
野　

重
信

清
水
分
団

　

浦
堂
班　
　

村
野　

博
則

　

浦
堂
班　
　

野
坂　

剛
志

　

塚
脇
班　
　

山
内　

哲
文

大
冠
分
団

　

大
塚
班　
　

田
中　

龍
一

　

下
田
部
班　

川
畑　

哲
朗

　

大
塚
町
班　

秋
山　

和
美

　

大
塚
町
班　

河
村　

達
治

　

大
塚
町
班　

河
村　

裕
介

　
　

令
和
５
年
10
月
１
日
付

三
箇
牧
分
団

　

柱
本
班　
　

田
邉　

和
也

　
　

令
和
５
年
８
月
31
日
付

如
是
分
団

　

津
之
江
班　

北
島　

泰
介

　
　

令
和
５
年
９
月
22
日
付

阿
武
野
分
団

　

宮
田
班　
　

上
田　

成
幸

清
水
分
団

　

機
能
別　
　

谷
川　

幸
康

　

機
能
別　
　

久
野　

利
明

　
　

令
和
５
年
９
月
30
日
付

　

令
和
５
年
８
月
20
日
大
阪

府
消
防
操
法
大
会
・
三
島
地

区
支
部
消
防
総
合
訓
練
が
実

施
さ
れ
、
高
槻
市
・
吹
田
市

・
茨
木
市
・
摂
津
市
・
島
本

町
の
５
つ
の
消
防
団
が
ポ
ン

プ
車
操
法
訓
練
と
小
型
ポ
ン

プ
操
法
訓
練
、
消
防
訓
練
礼

式
の
基
準
に
定
め
ら
れ
た
動

き
の
正
確
性
を
披
露
す
る
各

個
訓
練
と
小
隊
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
私
は
高
槻
市
消

防
団
の
小
隊
長
と
し
て
訓
練

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
酷
暑
の
中
に
も
関

委
員
長　

大　

冠　

中
濱　
　

博

副
委
員
長　

芥　

川　

臼
井　

秀
典

委　
　

員　

高　

槻　

川
居　

達
志

　
　
〃　　
　

五　

領　

森
本　

昌
宏

　
　
〃　　
　

磐　

手　

加
賀
山　

元

　
　
〃　　
　

阿
武
野　

𠮷
田　

博
道

　
　
〃　　
　

清　

水　

早
栗　

丈
央

　
　
〃　　
　

如　

是　

平
井　

修
隆

　
　
〃　　
　

三
箇
牧　

辻　
　

嘉
英

　
　
〃　　
　

富　

田　

住
田　

昇
治

　
　
〃　　
　

樫　

田　

渡
邊　

美
広

　
　
〃　　
　

団
本
部　

梅
岡　

清
美

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
　
　
　
　

団
本
部　

寺
本　

幸
司

12
月
10
日（
日
）〜
31
日（
日
）

　

歳
末
特
別
警
戒

12
月
10
日（
日
）

　

令
和
５
年
度
消
防
団
員　
　

特
別
教
育
訓
練

　
「
機
関
科
ポ
ン
プ
車
課
程
」

１
月
７
日（
日
）

　

令
和
６
年
出
初
式

１
月
21
日（
日
）

　

令
和
５
年
度
消
防
団
員　
　

教
育
訓
練

　
「
幹
部
科　

分
団

　

指
揮
課
程
」

３
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
中
旬

　

大
阪
府
消
防
表
彰
式

□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□

た
か
つ
き
消
防
団
だ
よ
り

編
集
委
員

令
和
５
年
秋
の
叙
勲

令
和
５
年
秋
の
褒
章

防
災
功
労
賞

三
島
地
区
支
部
表
彰

昇
　
　
任
　
　
者

入
　
　
団
　
　
者

退
　
　
団
　
　
者

人
事
異
動

表　

彰

高
槻
分
団　

分
団
長　
　
　
　

　
　
　
　

米
山　

利
治

こ
れ
か
ら
の

　
　
　主
な
行
事

こ
れ
か
ら
の

　
　
　主
な
行
事

　

板
垣　

慶
二
（
山

手

班
）

　

佐
々
木　

拓
（
山

手

班
）

　

久
保　
　

進
（
成

合

班
）

　

勝
部　

俊
春
（
川
久
保
班
）

　

桑
原　

五
彦
（
川
久
保
班
）

　

根
本　

泰
志
（
川
久
保
班
）

　

髙
岡　

一
生
（
宮

田

班
）

　

田
中　

伸
幸
（
宮

田

班
）

　

樋
口　

貢
大
（
霊
仙
寺
班
）

　

土
室　

正
教
（
土

室

班
）

　

阿
辻　

嘉
章
（
塚

脇

班
）

　

西
矢　

大
亮
（
塚

脇

班
）

　

清
水　

耕
造
（
東
天
川
班
）

　

松
本　

弘
之
（
辻

子

班
）

　

坂
田　

篤
史
（
三
島
江
班
）

　

小
寺　
　

寿
（
柱

本

班
）

　

近
藤　

知
孝
（
富
田
分
団
）

　

佐
藤　

央
巳
（
中

畑

班
）

　

吉
田　

敏
之
（
出

灰

班
）

　

南　
　

裕
治
（
二

料

班
）

　
団
本
部

　

高
槻
分
団

　

芥
川
分
団

　

五
領
分
団　
　

上
牧
班

　

五
領
分
団　
　

道
鵜
班

　

五
領
分
団　
　

梶
原
班

　

五
領
分
団　
　

神
内
班

　

五
領
分
団　
　

梶
原
南
班

　

五
領
分
団　
　

萩
之
庄
班

　

磐
手
分
団　
　

安
満
班

　

磐
手
分
団　
　

山
手
班

　

磐
手
分
団　
　

別
所
班

　

磐
手
分
団　
　

古
曽
部
班

　

磐
手
分
団　
　

成
合
班

　

磐
手
分
団　
　

川
久
保
班

　

阿
武
野
分
団　

塚
原
班

　

阿
武
野
分
団　

氷
室
班

　

阿
武
野
分
団　

宮
田
班

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日

　

如
是
分
団　

津
之
江
班

　

班
長

　

故　

北
島　

泰
介　

様

　
　
　
　
　
　

享
年
五
十
歳

　

阿
武
野
分
団　

奈
佐
原
班

　

阿
武
野
分
団　

霊
仙
寺
班

　

阿
武
野
分
団　

土
室
班

　

阿
武
野
分
団　

赤
大
路
班

　

阿
武
野
分
団　

岡
本
班

　

清
水
分
団　
　
西
之
川
原
班

　

清
水
分
団　
　
宮
之
川
原
班

　

清
水
分
団　
　

原
班

　

清
水
分
団　
　

浦
堂
班

　

清
水
分
団　
　

塚
脇
班

　

清
水
分
団　
　

大
蔵
司
班

　

清
水
分
団　
　

真
上
班

　

清
水
分
団　
　

萩
谷
班

　

大
冠
分
団　
　

野
田
班

　

大
冠
分
団　
　

冠
班

　

大
冠
分
団　
　

大
塚
班

　

大
冠
分
団　
　

下
田
部
班

　

大
冠
分
団　
　

須
賀
班

　

大
冠
分
団　
　

東
天
川
班

　

大
冠
分
団　
　

大
塚
町
班

　

大
冠
分
団　
　

春
日
班

　

大
冠
分
団　
　

西
冠
班

　

大
冠
分
団　
　

辻
子
班　

　

如
是
分
団　
　

芝
生
班

　

如
是
分
団　
　
東
五
百
住
班

　

如
是
分
団　
　
西
五
百
住
班

　

如
是
分
団　
　

大
畑
班

　

如
是
分
団　
　

津
之
江
班

　

如
是
分
団　
　

庄
所
班

　

三
箇
牧
分
団　

西
面
班

　

三
箇
牧
分
団　

唐
崎
班

　

三
箇
牧
分
団　

三
島
江
班

　

三
箇
牧
分
団　

柱
本
班

　

富
田
分
団

　

樫
田
分
団　
　

田
能
班

　

樫
田
分
団　
　

中
畑
班

　

樫
田
分
団　
　

出
灰
班

　

樫
田
分
団　
　

二
料
班

　

樫
田
分
団　
　

杉
生
班

　
・
支
部
長
表
彰

　

竹
本
啓
次
郎
（
高
槻
分
団
）

　

山
田　

正
人
（
芥
川
分
団
）

　

市
原　
　

誠
（
芥
川
分
団
）

　

長
谷
川
崇
志
（
上

牧

班
）

　

森
本　

道
雄
（
道

鵜

班
）

　

川
上　

伸
一
（
梶

原

班
）

　

西
谷　

保
則
（
梶

原

班
）

　

河
野　

幸
記
（
山

手

班
）

　

福
岡　
　

毅
（
別

所

班
）

　

麦
田　

泰
俊
（
別

所

班
）

　

麻
畠　

和
成
（
奈
佐
原
班
）

　

西
川　
　

健
（
西
之
川
原
班
）

　

畑
中　

隆
志
（
原　
　
　
　

班
）

　

九
鬼　
　

博
（
野

田

班
）

　

松
濱　
　

誠
（
下
田
部
班
）

　

吉
田　

光
宏
（
東
天
川
班
）

　

森
田　

孔
童
（
東
天
川
班
）

　

阪
口　

純
一
（
芝

生

班
）

　

𠮷
田　

泰
浩
（
庄

所

班
）

　

瀧
野　

正
敎
（
西

面

班
）

　

川
本　

裕
己
（
西

面

班
）

　

西
田　

京
平
（
唐

崎

班
）

　

松
永
健
太
郎
（
唐

崎

班
）

　

岡
田　
　

英
（
出

灰

班
）

わ
ら
ず
、
出
場
さ
れ
た
各
消

防
団
の
み
な
さ
ん
は
規
律
を

乱
さ
ず
、
ポ
ン
プ
車
操
法
や

小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
小
隊
訓

練
、
規
律
訓
練
を
し
っ
か
り

と
確
実
に
こ
な
さ
れ
て
お
り
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
訓
練
中
に
お
い

て
規
律
を
守
り
指
揮
官
の
元
、

協
力
し
て
行
う
こ
と
は
、
実

際
の
災
害
対
応
に
お
い
て
も

非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

消
防
団
と
し
て
の
一
致
団
結

と
訓
練
の
成
果
は
大
変
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
訓
練
に
励
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
、
老
朽
化
し
た
火

の
見
櫓
兼
消
防
ホ
ー
ス
乾
燥

台
を
撤
去
し
、
新
し
く
巻
上

げ
ウ
イ
ン
チ
式
の
消
防
ホ
ー

ス
乾
燥
台
に
更
新
し
ま
し
た
。

旧
乾
燥
台
は
ホ
ー
ス
乾
燥
時

に
は
、
団
員
が
10
ｍ
以
上
梯

子
を
登
り
、
ホ
ー
ス
を
１
本

ず
つ
掛
け
る
タ
イ
プ
の
も
の

で
し
た
。
長
年
の
風
雨
に
晒

さ
れ
、
溶
接
部
に
腐
食
や
折

損
が
み
ら
れ
、
鋼
材
落
下
や

団
員
転
落
の
危
険
も
あ
り
、

数
年
前
よ
り
更
新
を
検
討
し

て
お
り
ま
し

た
。
多
額
の

費
用
が
掛
か

る
こ
と
か
ら
、

地
元
自
治
会
、

財
産
区
、
実

行
組
合
か
ら

の
支
出
に
加

え
て
、
大
冠

大
冠
分
団　

東
天
川
班　
　
　
　

　
　

班
長　

吉
田　

幸
嗣

分
団
幹
部
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
消
防
施
設
強
化
補
助
金

も
あ
れ
ば
、
更
新
で
き
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
消
防

本
部
警
防
課
の
皆
様
か
ら
の

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

申
請
手
続
き
か
ら
更
新
工
事
、

検
収
ま
で
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
地
元
団
体
、

大
冠
分
団
幹
部
、
消
防
本
部

警
防
課
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
団
員
一
同
安
全

に
活
動
出
来
る
こ
と
を
喜
ん

で
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
一
層

消
防
団
活
動
に
励
む
思
い
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

施
設
強
化
補
助
金
に
つ
い
て

令
和
５
年
度

三
島
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

市
制
施
行
80
周
年

記
念
表
彰
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